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安全上のご注意 ご使用の前に必ずお読みください 

警告と注意！ 

警告： 

警告： 

警告 
 

警告 

 

警告 

 

警告 

 

警告 

 

警告 
 

警告 

 

注意 
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設 置 の 前 に 

■設置場所について 

■設置方法 

 

 

 

 

 

誤った取り付けや強度が不十分な取り付けを行った場合、ディスプレイが 
落下して重大な事故やけがの原因となりますので、十分ご注意ください。 
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ドリルとドリルビット 
 

７/３２”（５.５ｍｍ）木壁用 
 

５/１６”（７.９ｍｍ）コンクリート用 
 

または（８ｍｍ）コンクリート用 
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Ｍ５ （付属しています） 
 

３/１６-６” （付属しています）  
 

    １/２”  
（付属しています） 
 

必要な工具 

同梱部品 

図はLSMV-U 

LSMV-Uのみ 

図はLSMV-U 

AからNの各パーツはMSMV-U / LSMV-U共通です。 
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■ＭＳＭＶ-Ｕの寸法図 

■ＬＳＭＶ-Ｕの寸法図 

壁面固定は、壁補強位置に合わせて長穴の範囲で設置可能ですので、左右の位置微調整が可能です。 

単位： mm 
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単位： mm 
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■壁面にマウントを取り付ける 
  （ＬＳＭＶ-Ｕの場合） 
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画面センター位置の目安 
のための切り欠き 
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画面センター 
・標準的な取り付け方向は、壁側マウントのアジャスター（最終  
 ページ・図９）が上側になる方向に、取り付けてください。 
 

 マルチ構成で複数台を壁面固定する場合には、下段の列に相当 
 するマウントのアジャスターを、下側にする取付方法もご使用  
 いただけます。 
 
・壁側マウントの左右の幅は、４０６.４mm（約４０cｍ）以上 
 ポール長さの限度（約８００ｍｍ）の間で、なおかつ、ディス 
 プレイ取付ピッチに干渉しない任意で固定することができます。 
 
・壁面に固定するボルト位置から１９０．５ｍｍ（約１９ｃｍ） 
 下げた位置がディスプレイの中心の目安となります。 
 
・中心位置には左図のようにフレームに切り欠きがあります。 
 
・本製品ではディスプレイをマウントに固定した後でも、左右に 
 位置を調整することができる特徴があります。 
 

 標準的な施工方法では、マウントのセンター位置に固定します  
 が、壁面の固定位置をずらしたい場合など必ずしもマウントの 
 センター位置にディスプレイの中心が合致する必要はありませ 
 ん。 
 
・左右調整の必要が無く、ディスプレイを固定したい場合は、別  
 途のＦＣＡ－１０１をお求めください。 

・石膏ボードにマウントを取り付ける場合は、背面に 
 図のように壁面の裏側に、補強桟や補強板を入れて 
 ください。 
 
※付属のラグボルトはツーバイフォー材用の取り付け 
 ビスです。それ以外は、壁材にあった適切なものを 
 選定の上、固定してください。 

・コンクリートに固定する場合は、図のように市販のカット   
 アンカーをあらかじめ壁面に取り付けてからボルトで固定  
 してください。 
 
・カットアンカーのサイズは”Ｗ５/１６”（インチ）また 
 は“Ｍ８”（ミリネジ）のものをご使用ください。 

2-a 3-a 
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■壁面にマウントを取り付ける 
  （ＭＳＭＶ-Ｕの場合） 
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10 
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7 

画面センター位置の目安 
のための切り欠き 
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画面センター 
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・標準的な取り付け方向は、壁側マウントのアジャスター（最終  
 ページ・図９）が上側になる方向に、取り付けてください。 
 

 マルチ構成で複数台を壁面固定する場合には、下段の列に相当 
 するマウントのアジャスターを、下側にする取付方法もご使用  
 いただけます。 
 
・ディスプレイ（画面）センターと、金具センターを合わせてく 
 ださい。 
 
・壁面に固定するボルト位置から１９０．５ｍｍ（約１９ｃｍ） 
 下げた位置がディスプレイの中心の目安となります。 
 
・中心位置には左図のようにフレームに切り欠きがあります。 
 
・本製品ではディスプレイをマウントに固定した後でも、左右に 
 位置を調整することができる特徴があります。 
 

 標準的な施工方法では、マウントのセンター位置に固定します  
 が、壁面の固定位置をずらしたい場合など必ずしもマウントの 
 センター位置にディスプレイの中心が合致する必要はありませ 
 ん。 
 
・左右調整の必要が無く、ディスプレイを固定したい場合は、別  
 途のＦＣＡ－１０１をお求めください。 

（190.5mm） 

金具センター 

・石膏ボードにマウントを取り付ける場合は、背面に 
 図のように壁面の裏側に、補強桟や補強板を入れて 
 ください。 
 
・補強桟に合わせて鉛筆などで目印を付けてください。 

・付属のラグボルトはツーバイフォー材用の取り付け 
 ビスです。それ以外は、壁材にあった適切なものを 
 選定の上、固定してください。 

1-b 

2-b 3-b 
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（前のページからの続き） 
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・コンクリートに固定する場合は、図のように市販のカット   
 アンカーをあらかじめ壁面に取り付けてからボルトで固定  
 してください。 
 

・カットアンカーのサイズは”Ｗ５/１６”（インチ）また 
 は“Ｍ８”（ミリネジ）のものをご使用ください。 

■ディスプレイにブラケットを取り付ける 
  （ＭＳＭＶ-Ｕ / ＬＳＭＶ-Ｕ・共通） 

ストラップ 

ブラケットの中心 

・ディスプレイにブラケットを取り付けるには、図５を参考に 
 ストラップが下側になるように固定してください。 
 ブラケットの中心をディスプレイの中心に合わせますと図１ 
 の中心の位置が合います。 
 
・ブラケットを固定するためのビスはディスプレイの取扱説明 
 書を参考にサイズの適したものを選定してください。 
 サイズの小さいビスで固定する場合には、図のようにワッシ 
 ャーをご使用ください。 
  
・ディスプレイの背面に突起などがある場合には、付属のスペ 
 ーサーを使用し、ディスプレイとブラケットのすき間をあけ 
 ます。 
 

    注意！ 
 
・壁面マウントにブラケットを取り付ける際、図６Ａの様に 
 ブラケットが画面センターをまたぐように、左右に振り分 
 けて、取り付けをおこなってください。 
 
 図６Ｂの様に片側に片寄った形で取り付けしますと、壁面 
 マウントの片側のみに重量が掛かってしまい、ディスプレ 
 イを取り付けた際にバランスがくずれてしまう恐れがあり 
 ます。 

図-6A 

図-6B 
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・ディスプレイを取り付けたディスプレイブラケットを、まず③ 
 の上側ポールに引っ掛けます。次にケーブル等の接続が完了し  
 ましたら、両端のフルストラップを引くと、下側のポールにマ 
 ウントがセットされます。 

3 
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ストラップ 

キーロックホール 

7 

8 

1 2 

1 
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・ディスプレイが自重により前に傾いてしまう場合があります。 
 

 この様なとき、付属の１／２レンチを用いて、ブラケットの 
 角度を微調整することができます。 
 
  →図８のボルトを①の方向に（左に）まわした場合。 
  →ディスプレイの下側部分が壁から離れていきます。 
   （前にせり出してきます。） 
 
  →図８のボルトを②の方向に（右に）まわした場合。 
  →ディスプレイの下側部分が壁側に近くなっていきます。 
   （後ろに後退してきます。） 
 

・付属の六角レンチを用いて図のようにディスプレイの水平 
 位置を調整することができます。 

アジャスター 

時計廻し ：ディスプレイが上がる. 
半時計廻し：ディスプレイが下がる. 
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・パッドロックを取り付けて、市販の南京錠をセットすることで 
 セキュリティ面での対応ができます。 

11 

・化粧キャップ（ＡＡ）を取り付けます。 
  
  ※ＬＳＭＶ－Ｕのみです。 
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